
① 学習指導上の効果

・学習意欲の向上、学習習慣の定着 各種学力調査の結果の向上➝

・授業の理解度の向上、学習に悩みを抱える児童生徒の減少

② 生徒指導上の効果）

・学習規律・生活規律の定着、生活リズムの改善→「小中ギャップ」

の緩和

・自己肯定感の向上、思いやりや助け合いの気持ちの育成

・多様な教員との関わりや異学年交流による社会性の向上

③ 教職員に期待する効果

・指導方法への改善意欲の向上、教科指導力・生徒指導力の向上

・小・中学校間における授業観や評価観の差の縮小

・小学校における基礎学力保持・定着に対する意識の高まり

・小・中共通で実践する取組の増加や協力して指導に当たる意識の

高まり

・仕事に対する満足度の高まり など

④ 保護者・地域との協働関係の強化

①９年間の系統性・連続性に配慮した教育課程の編成と実践
・ 児童生徒の学習内容」や「課題が見られる分野」などの情報を共有する。「
・ 教科等の指導の継続性や内容の系統性 「教科等を横断した学習･指導スキル」を「 」、
共有する。

②９年間を貫いためざす児童生徒像の実現
・めざす児童生徒像の実現に向けて、発達段階や学年ごとの「習得させたい力」と

。具体的指導内容を設定し実践する

■進んで学習に取り組み、学ぶ喜びを感じ、意欲に溢れる元気な児童生徒
■心豊かで思いやりの気持ちを持ち、仲良く学校生活を送る児童生徒
■心身ともに健康で、明るく、たくましい児童生徒
■自分の夢を持ち、実現に向け挑戦する児童生徒

□小中一貫教育の目標を共有し、達成のための実践を積み重ねる。
□主体的･対話的で深い学びからの授業改善と学習評価の充実を図る。
□小清水スタンダードの指導水準を揃え、指導方法を共有する。

□子ども理解のための生徒指導の情報を共有する。
□教科担任授業と乗り入れ授業の積極的な活用をする。
□学力調査結果の共有と分析による児童生徒の実態把握を行う。
□異学年交流活動により教員の連携協力関係と社会性を育てる。
□６学年中学校校舎登校により学校段階間のギャップの解消を図る。

□子ども達に教科を横断した「考える力 「続ける力 「伝える力」を付ける。」 」
□学校段階間での「授業改善･指導力向上」の取り組みを共有する。
□学びのユニバーサルデザインを意識した授業づくりを行う。
□自らを客観視させるための「ふりかえり 「まとめ」の充実を図る。」
□家庭学習の取り組みを継続する。

□教科等の内容の系統性と連続性を共有する。
□総合的な学習の時間の教育課程を接続する。
□外国語活動・外国語科の教育課程特例の活用を検討する。
□児童生徒の学習内容や課題が見られる分野の情報を共有する。
□小中の接続を意識した通知票の改善と評価データの一元管理を進める。

教務部 ・一貫教育教育課程編成（年間計画作成、日課週案調整 乗り入れ授業日課調整、学習評価） ・小中一貫した家庭学習の点検評価小中連絡会議 学校運営協議会（小中校長/教頭）
構成：保護者/地域等 ・教育計画・時間割交流報告 ・学習スタンダードの確認、指導の徹底 ・道徳･特活･総合的な学習の時間の連携 ・教科書閲覧開催：定期

内容：課題共有/支援内容：情報交流、協議

研修部 ・小中一貫した学校課題の点検/評価 ・小中合同研修計画運営 ・小中相互参観、授業実践交流企画･運営 ・学力調査等の分析

生徒指導部 ・生活スタンダードの確認、指導の徹底 ・薬物乱用防止、非行防止教室等の計画（小６参加）小中一貫教育運営委員会
・生活リズム、いじめ問題行動等の生徒指導交流 ・児童会と生徒会の交流計画(校長/教頭/教務主任/一貫教育CO /※生徒指導主事※研修主任）

内容：課題に応じて適宜開催し学校課題についての協議

保健体育部 ・体力運動能力調査の測定/分析と体力向上改善計画作成 ・保健指導/健康管理の連携
・食育全体計画、食育年間指導計画の作成 ・環境美化指導、心のケアの情報共有

小中一貫教育コーディネーター
支援部 ・特別支援連携協議会の情報交流 ・小中の支援学級共同学習計画 ・支援教育研修の企画・運営①一貫した学校課題の点検･評価

②乗り入れ授業の要望とりまとめ、 連絡･調整
事務部 ・一貫校間の情報集約と事務集約 ・情報発信③６年生の中学校舎登校の内容協議、 連絡･調整

④異学年交流の企画、連絡･調整

【学習指導の継続性】

～教育課程や指導形態の共有～

【教育目標の一貫性】

～めざす子ども像の共有～

【学習内容の系統性】

～教科等の指導計画～
【子ども理解の一貫性】

～共通した子ども理解～

組織と業務内容

小中一貫教育基本方針

小中一貫教育の目標

めざす児童生徒像

期待される教育効果

HAPPYな状態
を自分で作れる！


